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V22a Band 8 QM受信機のASTE望遠鏡への搭載
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Band 8 QM受信機は ALMA Band 8 (385-500 GHz)受信機の Qualification Modelとして開発されたカート
リッジタイプの受信機である (Satou et al. 2008, PASJ)。本受信機は 2SB受信機であり、ワイヤーグリッドを使
用した偏波分離によって 2偏波同時観測が可能である。実験室での受信機雑音温度は、ローカルソースとしてシ
グナルジェネレータ＋逓倍器を用いた状態で、∼180 K (at 460 GHz)程度である。また、Band 8 QM受信機で
使用しているカートリッジは、ASTE望遠鏡のヘテロダイン受信機用デュワーで使用されているものと同じサイ
ズであるため、ASTE望遠鏡に容易に搭載可能である。Band 8の周波数帯には中性炭素原子輝線 ([CI]輝線; 492
GHz）などがあり非常に興味深い周波数帯であるが、口径 10mクラスの望遠鏡での大規模なサーベイ観測はこれ
までにほとんど行われていない。
我々は、このBand 8 QM受信機を 2010年 9月にASTE望遠鏡に搭載した。2010年 10月末まで、副鏡位置合

わせ、ポインティング、能率などの立ち上げ測定を行い、2010年 11月前半から２週間程度サイエンス観測を行う
ことができた。システム雑音温度の典型値は 700 K(at 460 GHz)、1200 K (at 492 GHz)であった。本受信機を
用いOrion分子雲など（島尻ほか本年会）かつてない規模で [CI]輝線 (492 GHz)の観測を行うことができた。本
講演では、性能評価の結果、観測結果の紹介に加え、今後の課題についても報告する。


